
§1．目的

数学Ⅱ�三角関数�の�和と積の公式�，いわゆる

�積を和または差に直す公式�と�和または差を積

に直す公式�は，加法定理の変形，おき換えで得ら

れる派生公式だが，公式の結果だけを覚えて使おう

とするためか，なかなか定着しない。利用の度に公

式を導いて当てはめる方法もあるが，この公式から

離れて加法定理だけで処理をすることが考えられて

よい。

§2．加法定理を直接用いる変形

正弦と余弦の加法定理

sin(α+β)=sinαcosβ+cosαsinβ ……①

sin(α−β)=sinαcosβ−cosαsinβ ……②

cos(α+β)=cosαcosβ−sinαsinβ ……③

cos(α−β)=cosαcosβ+sinαsinβ ……④

は多くの生徒が十分に習熟しているから，これをそ

のまま利用することを考える。

⑴ 積和または差

与えられる式は，sinαcosβ，cosαsinβ，

cosαcosβ，sinαsinβの 4式のいずれか。

たとえば sin3θcosθが与えられたとき，これは①

と②の sinαcosβの形にあたるから，cosαsinβす

なわち cos3θsinθを，与えられた積に足したものと

引いたものを加えて
1
2
倍すればよい。すなわち

sin3θcosθ=
1
2
{(sin3θcosθ+cos3θsinθ)

+(sin3θcosθ−cos3θsinθ)}

=
1
2
{sin(3θ+θ)+sin(3θ−θ)}

=
1
2
(sin4θ+sin2θ)

が得られる。

sin3θsinθであれば，cos3θcosθを利用する。

sin3θsinθ=
1
2
{−(cos3θcosθ−sin3θsinθ)

+(cos3θcosθ+sin3θsinθ)}

=
1
2
{−cos(3θ+θ)+cos(3θ−θ)}

=−
1
2
(cos4θ−cos2θ)

⑵ 和または差積

与えられる式は，sinα+sinβ，sinα−sinβ，

cosα+cosβ，cosα−cosβの 4 式のいずれか。こ

の場合は，和がαで，差が βの 2数を用いればよい。

たとえば sin3θ+sinθが与えられたときは，和

が 3θで，差が θになる 2数を求める。2θと θが当

てはまるから，

sin3θ+sinθ=sin(2θ+θ)+sin(2θ−θ)

=(sin2θcosθ+cos2θsinθ)

+(sin2θcosθ−cos2θsinθ)

=2sin2θcosθ

と変形すればよい。

数学Ⅲで三角関数の導関数を求める際に

sin(+h)−sin=2cos+ h

2 sin h

2
の変形が

必要になるが，これは + h

2 + h

2
=+h，

+ h

2 − h

2
= だから

sin(+h)−sin

=sin+ h

2
+

h

2 −sin+ h

2
−

h

2 
=sin+ h

2 cos h

2
+cos+ h

2 sin h

2 
−sin+ h

2 cos h

2
−cos+ h

2 sin h

2 
=2cos+ h

2 sin h

2

から得られる。
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